
本学附属学校園では、ミッションとして、｢大学と一体となった先導的な教育実践研究の推進｣「新しい時代の教員養成に即した教
育実習の実施｣「地域のモデル校としての役割の遂行」を挙げ、｢学校像｣「子ども像｣「教員像｣について、ビジョンを掲げています。
このうち、｢教員像｣においては、全国の自治体から附属学校園に派遣される教員が、附属学校教員としての自覚をもち、互いに敬
意をもって高め合い、学校における働き方改革を踏まえながら先進的で優れた教育実践に挑み、地元自治体の中心的な教員とし
て活躍できる資質・能力の向上に努めることとしています。

次期学習指導要領を先取りし情報活用能力の抜本的な向上を図るため、小学校の「総合的な学習の時間」に「情報の領域」を付
加し、中学校に「情報・技術科」を設置するとともに、全ての教科においてデジタル学習基盤を活用した質の高い探究的な学びを
実現する小中一貫の教育課程の研究開発を行います。

教員養成大学附属学校園として、校内研修を指導できる能力、研究力・
指導力の育成・向上をめざします。また、先進的で優れた教育実践に挑
み、地元自治体の中心的な教員として活躍できる資質・能力の向上に努
めるとともに、将来の管理職や指導主事等の養成にも努めています。

大学教員に研究発表大会の各分科会で助言を依頼したり、各教科の研
究会を定期的に開催したりするなどして大学との連携を深めているほか、
幼小中が相互に交流する授業・行事の実施に加え、幼小中合同不審者
対応訓練を実施して附属学校間の連携を深めるなど、大学教員や附属
学校間のネットワークづくりを進めています。

附属学校園での教育研究の成果発信として、派遣元教育委員会等で成
果発表会を計画し、附属学校園で経験されている教育研究の情報を地
元に提供しています。

教員養成大学のため例年、附属幼稚園では前期約20名、小学校では
前期約80名、後期約80名、中学校では前期約20名の教育実習生を
受け入れています。多くの教育実習生を指導しながら、新人教員育成
の技術も身に付いていきます。

幼小中が連携した教育相談体制「教育相談室」の設置や校務支援員、学
習補助員等の学校支援人材の配置、子ども発達支援医、スクールロイ
ヤーの活用を進めることで、生徒指導等に関する教員の負担軽減を進めて
います。また、中学校では部活動時間の短縮、部活動指導員の配置によ
り、顧問業務の軽減を図りました。さらに校務や諸会議等の見直しを行う
ことで、大幅な時間外勤務の削減を達成しています。なお、校長の許可を
受けた時間外業務については、時間外勤務手当（教職調整額を超えた額）
が支給されます。

デスクトップPCや3Dプリンタを設置した教室「STEAM Lab.｣でのプロ
グラミング教育や、ＧＩＧＡスクール端末を活用した授業、大学教員との共
同研究による授業研究と実践など、ＳＴＥＡＭ教育を推進しています。さら
に附属小学校では教科担任制、附属中学校では総合的な学習の時間で
の探究学習などの教科研究と授業実践を推進しています。
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充実した研究環境
個人で研修会や研究会等に参加するための旅費や物品・書籍の購入な
どに使用できる研究費を措置します。また、1年単位の変形労働時間制
により夏休み期間の出勤日数を削減し、研究を深める時間を確保してい
ます。さらに、大学教員との共同研究、実践授業等の成果を出版する取
組も行っています。

全国様々な地域の教員とのネットワーク
本学附属学校園の教員は毎年、全国様々な地域から人事交流で来てい
ただいており、令和8年度は9の道府県から来ていただいています。各地
域の特色ある教育やそれぞれの経験について情報交換を行い、様々な
地域の教員とのネットワークを作ることができます。派遣元に戻られた後
も、このネットワークを活かすことができます。

大学院進学(修士課程、専門職学位課程)
附属学校園在職中に各校園長の推薦により、派遣元教育委員会、本学
学長の了承のもと、勤務しながら本学大学院に入学する制度がありま
す。さらに、附属学校園に原則3年以上勤務して派遣元に戻られた後、
10年以内であれば実践的指導力の更なる向上及び高度な専門性の修
得を図る目的で本学大学院に入学できる制度を設けています。
※検定料、入学料及び授業料の本人負担なし。博士課程は対象外。

特別支援教諭免許状の取得のための講座の受講
附属学校園在職中に各校園長の推薦により、大学で夏休みに開設する
特別支援学校教諭2種免許状取得のための講座（免許法認定公開講
座）を無料で優先的に受講することができます。3年間受講すれば免許状
の取得が可能です。

附属学校園在職中に各校園長の推薦により、勤務をしながら大学で開講する授業科目を履修する科目等履修生に入学できます。（検定料、入学料及び授
業料は本学負担）小学校の教員が中学校教諭免許状を、中学校教諭が小学校教諭免許状を取得するための授業科目を履修し、単位を修得することによ
り免許状の取得が可能です。また、他大学の通信課程等で科目等履修を行う場合の費用についても一部支援されます。

宮崎県延岡市からの交流
附属小学校教諭
甲斐　未来

　附属小学校で、私の世界はもっと広がりました。
　全国から集う志高い仲間、大学の研究者、そして世界を舞台に活躍する方々や教育実習生。多様
なバックグラウンドを持つ人々との刺激的な出逢いや繋がりは、私の「教育観」「子ども観」を心地よ
く揺さぶり、多角的な視点を与えてくれています。
　変化の激しい時代に、本質を問い直すこと。大切なものを見失わず、互いのよさを柔軟に取り入
れ、子どもと一緒に意見を重ねながら「新しい正解」を創り出していく。そこに、愉しさがあります。
　また、変形労働時間制による長期休暇の確保や、年２科目（各２日）×3年の講義受講で特別支援2
種免許が取得できるなど、自己研鑽とリフレッシュを支える制度も魅力です。
　公私ともに日々充実していて、愉しいです！ぜひ仲間になってください。

兵庫県佐用町からの交流
附属中学校教諭
山﨑　麻友

　附属中学校では、全国から集まる先生方とともに学び合うことで、教育に関する多様な考え方や指導
方法に触れ、新たな視点を得ながら成長することができます。令和８年度からは研究開発学校として、技
術・家庭科の技術分野における情報領域の充実や、情報・技術との関連を強化した教育課程の在り方
について研究開発を進めています。STEAM教育を取り入れた学びを基に、先生方との研修や協議を
重ねる中で、視野の広がりや教科における学びの深まりを実感しています。
　また、国際理解・国際教育プログラムの一環として、海外の小中学校と連携した取組を行っているほ
か、大学の先生方から高度な専門的知識などの支援を得ながら、授業研究や実践に取り組むことがで
きます。そのため、自身の研究や専門性をより深めたい先生にとって、大変魅力的な場所だと感じていま
す。さらに、授業実践交流会や研究大会では、多くの先生方から多様な視点で助言をいただくことがで
き、互いに高め合いながら授業力を向上させることができる点も、大きな魅力の一つです。

本学附属学校園での学び


